
主主

正

スJ

年

一一一
九
、ノ

能
登
幽
正
院
郷
内
伏
見
・小
泊
・
毛
詩
・蛾
浦
等
率
、
早
任
十=今
月
十

六
日
御
判
之
官
一
可
ν
被
v-
沙
4
}

汰
付
吉
見
右
馬
頭
家
仲
代
一
之
曲
、
所
ν

被
=
仰
下
一
也
。

仇
執
達
如
ν

件
。

長
株
三
年
八
月
廿
九
日

〔
義
忠
)

畠
山
修
理
大
夫
入
道
服

(制
川
勝
一τ
)

右
京
大
夫

右2
~，IJ 

長
総
三
年
四
月
廿
七
日

六
用
。
長
十
郎
信
連
、
珠
洲
郡
蓉
江
院
に
、
田
地
を
寄

進
す
。

【琴
江
院
文
書
】

御
屋
形
様
河
内
御
出
陳
之
時
、
雨
水
寺

h
震
=
仰
祈
念
之
一
能
州
珠

ー

(
副
市
)

々
抑制
方
上
保
淡
津
村
琴
江
院
寄
進
同
地
之
事
。

合
武
百
苅
者

右
彼
岡
地
者
.
自
己
上
様
一
被
v

付
ν
仰
候
之
問
、

長
十
郎
信
連
、
永
代
上

(
務
カ
)

役北ハ
、
識
公
一
章
白
押
兜
併
寄
進

Em脂
質
也
。
町
山
一
幻
長
一
地
久
、
御
願
闘
湖
、

(
安
股
カ
)

心
信
之
大
檀
那
穏
、

息
災
延
命
、
子
孫
繁
昌
故
也
。
依
篤
=
後
日
-忠則

巡
航
如
v

件
。

珠
洲
郡

九
ニ
四

(・亨
徳
三
年
十
二
月
サ
九
日
の
僚
参
照
。
)

長

禄

周

年

寛

正

元

年

壁土庚
冗j辰

ー/1-

日

系己
フじ

O 

長

寸ー

良E

(

マ

、

)

長
鋒
三
年
六
月

信

日

連

在
*1] 

琴

江

院

八
且
廿
九
日
。

幕
府
、

珠
洲
郡
正
院
郷
伏
見
等
の
地
を

吉
見
家
仲
代
に
交
付
せ
し
む
D

【士
口
見
文
書
】

九
ニ
五

右
件
下
地
、者

?
永
一
耳
目
年
来
相
体
領
地、

首
知
行
川県
三
相
違
一
者
也
。
雄
ν

然
且
篤
ν
賢一
一二
親
出
離
得
脆
一
且
潟
ν
一前=
自
身
減
罪
生
善
二
詐
寄
=
進

常
燈
料
所
一者
也
。
仇
寄
進
航
如
〆
件
。

柳
町
中
務
入
道

長
i[.及
四
年

O 辰庚
，じ
月
十上
四
日

沙
捕
、
氷
音

在
~I，リ

【東
大
寺
一
文
書
】

〔
地
哀
惜
官
)

加
賀
園
清
水
惣
枇
帥
主
職
寄
進
欣

ヤ

マ

舟

ミ

シ

ミ

ツ

加
賀
岡
山
上
郷
清
水
惣
枇
紳
主
職
之
内
大
併
殿
常
燈
祈
拾
石
寄
進

九
二
七

長
椋
三
一
皮

欣
。
於
=
此
年
賀
-
煮
、
毎
年
任
=
紋
所
和
市
-
費
=
立
之
一
花
菰
坊
大
夫

得
策

長居2
ffdI< 重

手z
民民 話i
E 執

口 同

次

曲 芸
日 可

枇

納
之

者
，也

七
泊
三
十
日
。
後
花
園
天
皇
、
中
院
通
秀
に
、
江
沼
郡

額
田
症
・
加
納
八
回
症
等
を
安
堵
せ
し
め
給
ふ
。

【
中

院

文

書

】

九
ニ
八

加
賀
園
額
悶
庄
井
加
納
八
回
庄
、
任
-一山
田
岡
知
行
之
旨
一
領
掌
不
ν
可
ν
有-一

相
違
一候
。
同
庄
内
謹
助
僧
都
押
領
分
事
、
今
度
第
=
武
家
一被一一返
付一

正

2主

7c 

"'-F 

七
用
廿
回
目
、
柳
町
中
務
入
道
永
一音
v
大
和
東
大
寺
に、

大
仰
常
燈
料
と
し
て
能
美
郡

山
上
郷
清
水
惣
枇
紳
主
職

の
内
を
寄
進
す。

奉 - ~
~写 加型李

会問守護主義
;豆;協

g大 Eき
Ml 

昂ifbHdF15
主'W，i 耐
l般図;股骨
山油 公
上半、} 芯
郷司王耐:
内 可・ i，ir!'
荷主
主 一 l臨
22 寄
IllL 生

対犬

大
和

九
三
六

之
由
被
1

間
食
止
了
。
月前
A
F套-一
γ
国
立
知
{
担
給
ι
之国闘
に
天
川議
所
ι慌

也
。
仇
上
段
廿
如
ν
件。

長
総
四
年
七
月
品
川
日

戸辺
秀
)

中
院
前
中
納
言
殿

(肋
修
守
縦
訓
叫
)

右

大

排

在
中l

誌
上

間
九
月
十
一
日
。
幕
府
、

山
城
刊
護
寺
に
、
石
川
抑
制
一旦

田
保
・中
興
保
を
安
堵
せ
し
む
。

【伺
事
記
鋒
紙
背
文
書
】

九
-
一
九

清
水
坂
利
誰
寺
領
、
加
賀
悶
盟
問
・中
興
阿
保
除
長
徳
院
事
、
早

任
-
盈
知
行
之
回
日
一
寺
家
可
ν
令
ν
金
=
直
務
一
・之
由
所
ν
被
=仰
下
-也
。
的
執

古

監

円

H

L
ト
ι

。

upね
占
up
ν
』

γ
長
総
四
年
間
九
月
十
一
日

右

衛

門

尉

カJI

賀

-下
』

聖
司

常

寺

住

持

間
九
月
。
石
川
郡
河
内
症
惣
領
藤
原
政
宗
、
紙
陀
寺
に
、

そ
の
寺
領
を
直
務
せ
し
む。

【
祇
陀
寺
文
書
】

九
三

O

加
賀
閣
河
内
庄
祇
陀
・寺
領
所
k

一事
、
任
エ伶
口
組
父
貞
宗
之
寄
進
欣
置

:lL 
P七




